
参考資料

暫定２車線区間の対応について



４車線化の個別箇所一覧

路線名 起終点 対策延長

どう とう

道東自動車道

と かち し みず

トマムＩＣ～十勝清水ＩＣ 約５.９km

じょう ばん

常磐自動車道

ひろの

広野～ならはSIC 約５.６km

とう かい ほく りく

東海北陸自動車道

ふく みつ なんと

福光～南砺SIC 約４.６km

まい づる わかさ

舞鶴若狭自動車道

おばまにし おばま

小浜西ＩＣ～小浜ＩＣ 約７.６km

よなご

米子自動車道

みぞ くち よなご

溝口ＩＣ～米子ＩＣ 約４.８km

はまだ

浜田自動車道

おおあさ あさひ

大朝ＩＣ～旭ＩＣ 約１１.２km

ひがしきゅうしゅう

東九州自動車道

つ く み さ い き

津久見ＩＣ～佐伯ＩＣ 約３.３km

※１

※１：ならはSIC～常磐富岡のすりつけ含む。
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トマムＩＣ 狩勝第一ＴＮ 狩勝第ニＴＮ 広内ＴＮ 十勝清水ＩＣ

道東自動車道（トマム～十勝清水）
ど う と う

274

38

274

千歳東IC
追分町IC

夕張IC

占冠IC
トマムIC

千歳恵庭JCT

237

優先整備区間
道東自動車道 千歳恵庭JCT～十勝清水IC

(L=124km、うち未対策区間 64km)

千歳恵庭JCT 千歳東IC 追分町IC 夕張IC むかわ穂別IC 占冠IC トマムIC 十勝清水IC

北海道

道東自動車道

E38
むかわ穂別IC

ど う と う ち と せ え に わ
と か ち し み ず

R2.3事業化19.9km

R=1500
R=3000

R=∞
R=8000

R=8000
R=∞

R=2100

R=4000

R=1200

R=7000

R=1560

R=1200

R=1200

R=1200

R=1500

R=1200

R=1200

R=∞
平面線形

縦断勾配

≪道路構造と事故発生箇所≫

下り線

上り線

事業費：280億円

と か ち し み ず

＜事故防止＞

【凡例】
事業化箇所

付加車線（設置済）

４車線化（事業中）

主な事故集中箇所

道東自動車道（トマム～十勝清水）

延 長 ： 20.9km

Ｒ2交通量 ： 6,400台/日

死傷事故件数 ： 15件

死傷事故率 ： 4.7件/億台km

橋梁
トンネル

トマムIC 十勝清水IC

事故集中箇所

【凡例】

橋

トンネル

死傷事故

上記以外の事故

＜H28-R2＞

≪事故状況≫

102 124103 104 105 106 107 108 109 110 111 112 113 114 115 116 117 118 119 120 121 122 123

道東自動車道
（トマムIC～十勝清水IC）

北海道

H31.3事業化9.5km
内3.1kmはR1.9.19に完成済

R3.3事業化3.2km

11件

5件

十勝清水IC

４車線化箇所
L＝約4.7㎞

４車線化箇所
L＝約1.2㎞
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＜H28-R2＞



【凡例】

事業化箇所

付加車線（設置済）

４車線化（事業中）

主な渋滞箇所

常磐自動車道（広野～ならはSIC）

288

E49

399

349

E13

49

349

6
459

114 399

115

4

113
6

4

仙台空港IC
岩沼IC
亘理IC

山元IC

新地IC

相馬IC

南相馬IC

常磐富岡IC

いわき中央IC

いわきJCT

山元南
スマートIC

南相馬鹿島
スマートIC

ならはスマートIC

鳥の海スマートIC

大熊IC

宮城県

福島県

E6

４車線化箇所
L=約5.6㎞

※ならはSIC～常磐富岡
のすりつけ含む

常磐双葉IC

帰 還 困 難 区 域

広野IC

ならはSIC

常磐富岡IC

大熊IC

常磐双葉IC

浪江IC

いわき四倉IC

じ ょ うばん ひ ろ の

E4

浪江IC

小高スマートIC

山形県

福島県

宮城県

栃木県

常磐自動車道
（広野IC～ならはSIC）

広野IC

事業費：310億円
※ならはSIC～常磐富岡のすりつけ90億円含む

＜時間信頼性（渋滞）＞

常磐自動車道（広野～ならはSIC）

延 長 ： 5.3km

Ｒ2交通量 ： 11,800台/日

渋 滞 回 数 ： 12回
＜H28-R2＞

新潟県

茨城県

≪渋滞状況≫

≪道路構造と渋滞発生箇所≫

R=∞ R=2400

R=1800

R=4800
R=3200

R=3400

R=4000
平面線形

202 203 204 205 206 207 208 209 210202 203 204 205 206 207 208 209 210

縦断勾配

広野IC ならはSIC

下り線

上り線

3回 2回
2回

【凡例】

橋

主な渋滞箇所

ボトルネック要因

橋梁
トンネル
ボトルネック要因

サグ部
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H28.6事業化2.4km
R2.3.7完成済

H28.6事業化3.1km
R2.3.26完成済

H28.6事業化1.2km
R2.3.30完成済



飛驒清見ＩＣ

白川郷ＩＣ

五箇山ＩＣ

福光ＩＣ

南砺ＳＩＣ

小矢部砺波Ｊ

飛驒河合ＰＡ

飛驒白川ＰＡ

城端ＳＡ・ＳＩＣ

E41

飛驒河合ＰＡ

城端ＳＡ・ＳＩＣ

N

富山県

岐阜県

トンネル
橋梁
特定更新箇所

東海北陸自動車道（福光～南砺SIC）
と う か い ほ く り く ふ くみつ

＜ＮＷの代替性確保（立ち往生実績）＞

事業費：80億円

東海北陸自動車道（福光～南砺SIC）

延 長 ： 7.7km

R2交通量 ： 6,200台/日

優先整備区間

東海北陸自動車道

飛驒清見IC～南砺SIC
（L=64km、うち未対策区間28km）

ひだきよみ なんと

とうかいほくりく

【凡例】

事業化箇所

付加車線（設置済）

４車線化（事業中）

積雪時立ち往生発生箇所

富山県

岐阜県

東海北陸自動車道
（福光IC～南砺SIC）

R2.3事業化
10.1km

H28.8事業化
5.3km

内1.8kmは
R3.11.10に
完成済

H31.3事業化
2.8km

H28.8事業化
4.7km

内2.3kmは
R2.11.7に
完成済

な ん と

R2.3事業化
9.5km

付加車線

付加車線構
造
図

南砺SIC福光IC

上り線

下り線

4車線化箇所
L=約4.6km

飛驒清見

過去５年間
(H28～R2）

発生日 時間

立ち往生実績 R3.1.9 約50時間

積雪期の立ち往生実績

南砺SIC
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舞鶴若狭自動車道 （小浜西～小浜）
ま い づ る わ か さ

優先整備区間

若狭上中IC～舞鶴東IC
（Ｌ＝45km、うち未対策区間23km）

優先整備区間

若狭三方IC～三方五湖SIC
（Ｌ＝2km、うち未対策区間2km）

舞鶴若狭自動車道
（小浜西IC～小浜IC）

福井県

京都府

滋賀県

敦賀
JCT

敦賀南
スマート

わ か さ か み な か まいづるひがし わ か さ み か た み か た ご こ

E27

小浜西

小浜IC 若狭上中
IC

三方五湖
SIC

若狭三方
IC

舞鶴西ＩＣ 舞鶴東ＩＣ 大飯高浜IC 小浜西IC

≪並行現道の事前通行規制箇所≫

【凡例】

事業化箇所

付加車線（設置済）

４車線化（事業中）

並行現道 事前規制範囲

4車線化事業中

Ｈ31事業化
L=約4.1km

＜ＮＷの代替性確保（並行現道課題）＞

お ば ま に し お ば ま

4車線化箇所
L=約7.6km

トンネル
橋梁

事業費：610億円

【規制条件】
連続雨量

220㎜

国道27号

Ｅ27

小浜IC

小浜西IC 舞鶴若狭自動車道
Ｈ31.3事業化
4.1km

Ｈ31.3事業化
7.8km

Ｒ2.3事業化
3.6km

過去５年間
(H28～R2）

発生日 時間

事前通行規制
H29.10.22
(台風21号)

13:30

小
浜
市
飯
盛

小
浜
市
伏
原は

ん
せ
い

ふ
し
は
ら

異常気象時通行規制区間
（規制雨量 220㎜）

異常気象時通行規制区間通行止め実績（国道27号
）
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R2事業化
L=約3.6km

H31事業化
L=約7.8km

4車線化事業中

舞鶴若狭自動車道（小浜西～小浜）

延 長 ： 11.3km

Ｒ２交通量 ： 5,000台/日



米子自動車道(溝口～米子）
よ な ご

米子自動車道
(溝口IC～米子IC）

溝口ＩＣ

江府ＩＣ

米子ＩＣ

大山高原SＩＣ

蒜山ＩＣ

み ぞ く ち

米子自動車道（溝口～大山高原～米子）

溝口～大山高原SIC：4.3km 

大山高原SIC～米子：5.0km

Ｒ２交通量 溝口～大山高原SIC：5,200台/日

大山高原SIC～米子：5,100台/日

平均累積降雪量：82㎝（気象庁データ[米子]）

<H28～R2>

＜ＮＷの代替性確保＞
（積雪地かつ最急勾配）

≪道路構造≫

優先整備区間
米子自動車道
蒜山IC～米子IC
ひ る ぜ ん よ な ご

よ な ご

よ な ご

構
造
図

縦
断
線
形

【凡例】

橋

トンネル
橋梁

R2.3
事業化
4.7km

H28.6
事業化
3.4km

R3.3
事業化
3.4km

H31.3
事業化
4.2km

事業費：約170億円

鳥取県

4車線化箇所
L=約4.8km

（上り線）（下り線）

岡山県

R=1300
R=500

R=5000
R=800

R=700 R=900
R=4000 R=1200

2.3%2.3%
4.5%

1.4%1.8%0.3%3.6%3%1.2%1.2%0.9%0.6%

下り線

上り線

≪道路構造≫
平
面
線
形

（下り線）

R=1300
R=500

R=5000
R=800

R=700 R=900
R=4000 R=1200

2.3%2.3%
4.5%

1.4%1.8%0.3%3.6%3%1.2%1.2%0.9%0.6%
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米子IC 大山高原スマートIC 溝口IC

（L=33km、うち未対策区間5km）



R=600

R=700

R=900

R=1200
R=3000

R=600

R=700

R=1400 R=5000
R=1200

R=3000
R=700

R=1000

R=1000

R=1500
R=700

R=600

R=800

R=1200
R=600

R=600

R=1000

R=600

R=600 R=1400

R=700

R=500

R=400

R=500

R=1000

R=1200

R=800

R=5000
R=900

R=900

R=900

R=700

3.5% 1.8% 1.8% 1.2% 0.4% 2.9% 4.5% 3.5% 3.2%
4.5% 4.9% 4.4% 2.9% 2.5% 1.5%

4% 2% 3% 3% 4% 3.3%
2% 0.5% 1.6% 0.3% 1.9% 1.5% 2.7% 3% 3.8%

3.4%

3.8%

浜田自動車道（大朝～旭）
は ま だ あさひ

【凡例】

事業化箇所

付加車線（設置済）

最急こう配が4％より大きい箇所

積雪時立ち往生発生箇所

浜田自動車道
（大朝IC～旭IC）

≪道路構造≫
平
面
線
形

縦
断
線
形

下り線

上り線
構
造
図

＜ＮＷの代替性確保＞
（積雪地かつ最急勾配）

おおあさ

浜田ＩＣ

浜田JCT

金城SIC

瑞穂IC

旭IC

大朝IC

（上り線）（下り線）

大朝IC瑞穂IC旭IC

【凡例】

橋

トンネル

浜田自動車道（大朝～瑞穂～旭）

延 長 ：大朝～瑞穂：11.6km 瑞穂～旭：15.0km

Ｒ２交通量 ：大朝～瑞穂 ： 3,100台/日

：瑞穂～旭 ： 2,800台/日

平均累積降雪量：195㎝（気象庁データ[大朝]）

<H28～R2>

事業費：約750億円
＜IC間事業費：1,090億円＞

チェーン規制区間
浜田自動車道

大朝IC～旭IC

島根県

優先整備区間
浜田自動車道

瑞穂IC～金城スマートIC

は ま だ

み ず ほ か な ぎ

広島県

お お あ さ あ さ ひ

は ま だ
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（L=23km、うち未対策区間19km）

トンネル
橋梁

4車線化箇所
L=約3.8km

4車線化箇所
L=約7.4km



大分宮河内ＩＣ

臼杵ＩＣ

津久見ＩＣ

佐伯ＩＣ

R3.3
事業化
6.8km

H31.3
事業化
6.0km

大分県

（上り線） （下り線）≪道路構造≫

構
造
図

平
面
線
形

縦
断
線
形

↘ 1.1％ ↗ 2.5％ ↗ 1.5％ ↗ 1.5％ ↗ 1.5％

↘ 2.4％
↘ 2.4％

↘ 2.4％

↘ 2.4％ ↘ 2％

↘ 2％
↘ 2％

↘ 2％
↘ 0.8％ ↘ 3％

161 162 163 164 165 166 167 168 169 170 171 172 173 174

R=4600 R=4600
R=3000

R=1900
R=1500

R=4000
R=∞

R=2000

R=∞
R=1560

R=∞
R=1700

R=1700
R=1700

R=∞

R=1200
R=1200

R=1200

R=1200

R=1200

R=3000

161 162 163 164 165 166 167 168 169 170 171 172 173 174

【凡例】

橋

トンネル

死傷事故

上記以外の事故

事業費 約370億円

東九州自動車道
（津久見IC～佐伯IC）

【凡例】

事業化箇所

付加車線（設置済）

４車線化（事業中）

主な事故集中箇所

東九州自動車道（津久見～佐伯）
ひがしきゅうしゅう つ く み

＜事故防止＞

さ い き

優先整備区間
東九州自動車道

大分宮河内IC～佐伯IC
お お い た み や が わ う ち さ い き

ひがしきゅうしゅう

東九州自動車道（津久見～佐伯）

延 長 ： 13.0km

R2交通量 ： 8,400台/日

死傷事故件数： 9件

死傷事故率 ： 3.79件/億台km
＜H28-R2＞

＜H28-R2＞

≪事故状況≫

＜IC間事業費：1,070億円＞

3

6

津久見IC 佐伯IC

上り線

下り線
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トンネル
橋梁

（L=34km、うち未対策区間17km）

4車線化箇所
L=約3.3km



R1.9
優先整備区間の選定

R2.3
４車線化候補箇所
の選定の考え方

R3.3
４車線化候補箇所
の選定の考え方

R4.3
４車線化候補箇所の
選定の考え方（案）

時間信頼性の
確保の観点

25%以上速度低下
区間延長[km]

渋滞多発区間 渋滞多発区間 渋滞多発区間

渋滞回数[回/年]

事故防止の
観点

死傷事故件数[件/年] 事故集中区間 事故集中区間 事故集中区間

死傷事故率[件/億台km]

ネットワークの
代替性確保
の観点

年間通行止め時間
[時間/年]

●積雪地かつ最急勾配４％
より大きい区間のうち、
過去５年間に立ち往生実績
がある箇所

●積雪地かつ最急勾配４％
より大きい区間のうち、
過去５年間の平均累積降雪
量が50㎝/年以上

積雪地かつ最急勾配が
４％より大

特定更新等工事

●トンネルインバート設置工事
により長期通行規制が必要とな
る箇所

●トンネルインバート設置工事等
により長期通行規制が必要とな
る箇所

並行現道における課題
●並行現道において、
過去５年間に雪による立ち往生
実績がある箇所

●本線又は並行現道において、
雪による立ち往生実績がある箇所

●並行現道において、
過去５年間に事前通行規制
の実績がある区間

直近の災害等を踏まえ
た選定

●本線が被災した区間 ●雪による立ち往生の実績が
ある区間

過去５年において渋滞回数が
平均１０回／年以上

優先整備区間の選定及び４車線化候補箇所の選定の考え方

※交通量5000台/日未満除く

・雨量等事前通行規制
・積雪地かつ最急勾配5%以上

※該当区間のうち、福島県の復興・再生のため、
特に機能強化が必要とされる常磐道（広野～浪江）
より選定

500m区間で、過去５年において
事故件数が平均３回／年以上

500m区間で、過去５年において
事故件数が平均３回／年以上または、
事故件数が平均２回／年以上かつ

死傷事故が複数回発生

500m区間で、過去５年において
事故件数が平均１回／年以上のうち
構造上、事故が発生しやすい箇所

過去５年において渋滞回数が
平均３回／年以上

過去５年において渋滞回数が
平均２回／年以上

※覆工ひび割れ及び路面隆起等の変状が
認されている区間より選定
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※工事によるものは除く


